
生物多様性保全に向けた取り組み
滋賀銀行は、琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会的使命として、

生物多様性がもたらす恵みに感謝するとともに、この豊かな恵みを将来世代に引き継ぐため、
生物多様性の保全に取り組んでいます。

　魚の産卵場所であるヨシ群落を守り・育て、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種のニゴロブナ、ワタカを保護・育成・放流し、侵略外来
魚を駆除する滋賀県ならではの“いきものがたり”活動を展開しています。

琵琶湖の環境と生態系保全の“いきものがたり”活動

外来魚駆除・釣りボランティア

　琵琶湖周辺に自生するヨシ（葦）は、水質をきれいにしたり、魚
や水鳥のすみかになったりと、琵琶湖には欠かせない植物です。
　そこで、創立８０周年記念事業として、初めて「ヨシ苗植えボ
ランティア」を実施しました。役職員１３０名が参加し、３６０本の
ヨシ苗を植栽しました。
　また、１９９９年から続けている「ヨシ刈りボランティア」も実
施し、役職員625名が参加、併せて、高島市で開催されたヨシ
刈りボランティアにも、湖西エリアの役職員４７名が参加しま
した。ヨシを冬場に刈り取ることで、春先の新芽の生長を促し
ます。
　刈り取ったヨシは、役職員の名刺へと生まれ変わっています。

ニゴロブナ・ワタカの放流（Ｐ14参照）ヨシ苗植え・ヨシ刈りボランティア

「カーボンニュートラルローン 未来よし」の拠出金で、琵琶
湖の固有種で絶滅が懸念されているニゴロブナと異常繁茂
する水草を食べて除去してくれるワタカの放流を行いました。

　創立８０周年記念事業として、「びわこ地球市民の森（守
山市）」に３,０００本の苗木の植樹を行いました。
　また、当行創立７０周年（２００３年１０月）を記念して植樹
した１万本の苗木を皮切りに毎年植樹してきた苗木が、す
くすくと育つよう、除草や枝打ちなどのメンテナンス作業
を例年通り行いました。
　２０１３年度は役職員６９６名が参加しました。

　子供たちの環境学習の場として、多様ないきものと
の共生空間である学校ビオトープづくりをサポートし
ています。　

　美しい琵琶湖の風景を自らの手で守るため、琵琶湖の
市民清掃活動に役職員85名が参加。ゴミ拾いと雑草の
刈り取りを行いました。

　本店駐車場に、自然に学ぶ「バイオ・ミミクリー※」の
考え方で考案されたソーラー街路灯『ソーラープラン
ツ』を設置しています。
　これは、太陽光を集めて蓄電し、暗くなると“ふくろう”
の眼が光って街路灯になるもので、滋賀県低炭素化技術
開発・実証化補助金の採択事業であり、地域と連携した
ネットワークづくりの一環として設置しています。

　ホウセンカの葉の生え方を模倣して、効率的に発電
する街路灯です。
　ホウセンカは「３／８葉序」で、葉が茎の周りをらせん
状に３周したとき、８枚目の葉が０枚目の葉に重なるよう
に生えてきます。この構造により、太陽光をすべての葉
で効率よく受け止めることができます。

※【バイオ・ミミクリー】生物の機能や形態を模倣することで、建築や
　製品の設計等に用いられる新しい技術を生み出すこと。

　琵琶湖本来のいきものを守るため、ブラックバスやブルーギ
ル等の外来魚を駆除する「外来魚駆除・釣りボランティア」を、
2010年より実施しています。
　５回目となる２０１４年度は、草津市志那中湖岸緑地にて実施し、
役職員１７６名が釣りを行いました。
　今回で、釣果は累計５，５４６匹、１７９．８ｋｇとなりました。

　２０１４年５月、新入行員集中研修の中で琵琶湖の環境
と生態系保全を学ぶCSR研修として、「外来魚駆除・釣
り」を実施しました。ブランド戦略のひとつ「CSRのしがぎ
ん」を体験しました。

新入行員のCSR研修

いきもの
がたり

森づくりサポート活動

琵琶湖一斉清掃

学校ビオトープ（Ｐ10参照）

ソーラープランツ

ソーラープランツとは
ニゴロブナ

ヨシ紙名刺

ワタカ

ホウセンカの葉とその構造
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　創立８０周年記念事業として、２０１３年秋から２０１４年春にかけて「ビワマス遡上プロジェクト」を実施し、役職員616名が参加し
ました。
　「ビワマス遡上プロジェクト」とは、2011年に米原市が中心となり立ち上げたもので、徐々に姿が消えているビワマスの卵を孵
化させ、放流し、天野川(米原市)へ遡上させる取り組みです。
　当行はその趣旨に賛同して協働参画しました。

米原市プロジェクト担当者　

11月上旬
ビワマスの卵3,000個を
各職場に配りました。

1月下旬から3月上旬
立派に成長しました！ 地元の方々と一緒に

総勢450名で12,000匹の
ビワマスを放流しました。

ビワマス達は元気に旅立って
いきました。

いずれ、大きくなって戻ってきて
ほしいと思います。

3月16日(日)
放流式
ペットボトルをもって天野川

支流の丹生川へ

名前をつけて可愛がる職員も
いました。

12月下旬
少しずつ卵が孵化し始めました！

お腹に蓄えられている栄養でどん
どん大きくなっていきます。
お腹の袋がなくなったらえさをあげ
はじめます。
こまめな水替えも大切です。

各家庭の冷蔵庫で家族と
一緒にペットボトルで育てます。

こんな風に

　昔ながらに多くのススキ原が残る伊吹山周辺で、湖北エリアの
職員80名が「伊吹ススキ刈りボランティア」に参加しました。
２０１０年の第１回に始まり、４回目の実施となりました。
　伊吹山周辺のススキ原は、滋賀県を代表する日本の秋らしい風
景の一つであり、多様な生物を育む環境でもあります。ススキ原
の適切な維持管理により希少植物を保護するため、急斜面で汗を
流しながらススキを刈り取りました。

　南笠支店は、地域密着の取り組みとして「湖南企業いきもの応援
団」に参加しています。これは、滋賀経済同友会が発表した「琵琶湖
いきものイニシアティブ～生物多様性の恵み豊かな社会を未来に
引き継ぐために～」に賛同した湖南地域の企業等11団体が参加して
いるものです。草津市、琵琶湖博物館と連携し、地元、狼川で、生物・
水質の定期的・継続的な調査を年4回実施しています。この活動は、
『平成25年度しが生物多様性大賞（「川の守人」は県外にも誇るモデ
ルとなるで賞）』を受賞しました。

　赤野井湾（守山市）で、東湖南エリアの職員７５名が「オオバナミ
ズキンバイ除去大作戦」に参加しました。
オオバナミズキンバイは、中南米原産の外来水生植物で、水の
循環不良、太陽光遮断による水質悪化、琵琶湖の生態系への悪影
響をもたらすおそれがあります。ちぎれた茎からでも再生する強
い繁殖力があり、急速に生息域を拡大させています。職員は、地
元の方々とともに刈り取られたオオバナミズキンバイの袋詰めな
どを行い、生態系の保全に努めました。

　琵琶湖の固有種であるビワマスは母川回帰
本能があり、サケと同じように、生まれた河川
に戻って産卵します。
　かつては滋賀県米原市の天野川でもビワマ
スの遡上が見られましたが、数十年前から堰
堤や簗が設置されたことによって、徐々にその
姿が消えていきました。
　そのような中、天野川下流の簗が撤去され
たことによって、ビワマスが遡上できる環境が
整ってきました。

ビワマス遡上プロジェクト
役職員６1６名による

ビワコ！ マスオ！

ついに旅立ちの日！ お別れは少し寂しいけれど…

＊ビワマスとは

高等学校「現代倫理」の教科書に掲載

伊吹のススキ刈り 湖南企業いきもの応援団

オオバナミズキンバイ除去大作戦

　米原市の「ビワマス遡上プロジェクト」を通しての目標は、ビワマスが地元の川に遡上し繁殖で

きる環境づくり、ビワマスを生かしたまちづくりです。そのためには、一人でも多くの方に「ビワマ

ス」という魚を知っていただく必要があります。

　滋賀銀行の皆さんにも多数ご参加いただいた「ビワマスの冷蔵庫孵化実験」および「稚魚

放流イベント」では卵から稚魚への成長を見守ることを通じ、琵琶湖の生態系保全と、ビワマスを

より身近に感じていただくことができたのではないかと思っています。

米原市 経済環境部 環境保全課 主事 青木 吉史 氏

（写真提供：米原市）

支店・エリアの取り組み～地域とともに～ビワマス遡上プロジェクト

ペットボトルに入れる
水道水は２日間常温で
カルキ抜きをします。無事に

生まれますように

水温は下がりすぎても
上がりすぎてもダメ。

3℃から13℃が目安です。

株式会社清水書院が2014年２月
に発行した高等学校「現代倫理」の教
科書に当行の環境保全活動や「環境
金融」への
取り組みが
掲載されま
した。
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